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人　口 258,210人（－37）
　男 122,611人（－44）
　女 135,599人（＋ 7）
世帯数 112,230世帯（＋29）
面　積 191.62㎢  
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定住自
立圏形成協定

通勤、通学、買い物など

買い物やレジャーなど

住民の定住に必要な生活機
能を確保するため、役割分
担し連携していくことを明
示（中心市と各市町村が個
別に協定を締結）

●地域資源
・農水産物
・自然環境
・歴史、文化など

●都市機能
・公共交通、高速道
路などの交通基盤

・大学や専修学校な
どの高等教育機関

・都市型観光、大型
商業施設など

中心市（徳島市）周辺11市町村

定住自立圏のイメージ定住自立圏のイメージ

住
自
立
圏
構
想
の

概
要

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

　

わ
が
国
で
は
、
今
後
、
ま
す
ま
す

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
大
幅
な
人
口
増
と

な
っ
て
い
た
東
京
都
、愛
知
県
、大
阪

府
を
中
心
と
す
る
三
大
都
市
圏
に

お
い
て
も
例
外
で
な
く
減
少
に
転
じ
、

さ
ら
に
地
方
圏
で
は
そ
れ
を
は
る
か

に
上
回
り
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

人
口
流
出
を
防
ぐ

　

本
市
か
ら
三
大
都
市
圏
へ
の
人
口

推
移
は
、
平
成
17
年
〜
平
成
21
年
の

５
年
間
で
、
三
大
都
市
圏
か
ら
の
転

入
者
数
を
転
出
者
数
が
約
４
０
０
０

人
以
上
も
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
大

都
市
圏
へ
の
人
口
流
出
を
防
ぎ
、
地

方
圏
へ
の
人
の
流
れ
を
創
出
す
る
た

め
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

圏
域
全
体
の
活
性
化
を
図
る

　

構
想
は
、
人
口
５
万
人
程
度
以
上

で
昼
夜
間
人
口
比
率
が
１
以
上
な
ど

一
定
の
要
件
を
満
た
す
都
市
を
「
中

心
市
」
と
位
置
付
け
、「
集
約
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
考
え
方
に
基
づ
き
、

中
心
市
の
都
市
機
能
と
「
周
辺
市
町

村
」
の
農
水
産
物
、
自
然
環
境
、
歴

史
、
文
化
な
ど
の
資
源
や
魅
力
を
役

割
分
担
し
な
が
ら
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
将
来
に
わ
た
り
圏
域
内
の

住
民
が
安
心
・
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ

う
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
し
、
圏

域
全
体
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
国
の
政
策
で
す
。

※
中
心
市
の
要
件

を
満
た
す
市
は
全

国
で
２
４
３
市
あ

り
、
県
内
で
は
本

市
と
阿
南
市
が
該
当
し
ま
す
。

定
住
自
立
圏
構
想　
　
　
　
　

取
り
組
み
の
進
め
方

　

構
想
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
徳

島
東
部
地
域
市
町
村
長
懇
話
会
で
協

議
を
重
ね
、
こ
の
た
び
、
懇
話
会
を

構
成
す
る
12
市
町
村
で
定
住
自
立
圏

の
形
成
に
向
け
、
定
住
自
立
圏
構
想

推
進
要
綱
に
基
づ
き
、
三
つ
の
ス

テ
ッ
プ
を
経
て
具
体
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
（
右
参
照
）。

心
市
宣
言
を　

行
い
ま
し
た

　

こ
う
し
た
中
、
９
月
21
日
、

本
市
は
、
定
住
自
立
圏
構
想
に

お
け
る
中
心
市
と
し
て
の
役
割

を
担
う
意
思
を
表
明
す
る
た
め
、

原
市
長
が
「
中
心
市
宣
言
」
を

行
い
ま
し
た
。　

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の　
　

締
結
に
向
け
て

　

今
後
は
、
本
市
と
周
辺
の
市
町
村

が
、
次
の
三
つ
の
分
野
に
お
い
て
、

連
携
事
項
を
協
議
し
、
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
の
締
結
や
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

◆
生
活
機
能
の
強
化
に
関
す
る
分
野

　

福
祉
、
教
育
、
観
光
・
産
業
振
興

な
ど

◆ 

結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
に
関
す
る
分
野

　

道
路
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
、
地
産
地
消
、
移
住
促
進
な
ど

◆ 

圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化

に
関
す
る
分
野

　

中
心
市
な
ど
に
お
け
る
人
材
の
育

成
、
外
部
か
ら
の
行
政
お
よ
び
民
間

の
人
材
確
保
な
ど

　
　
　

◆　
　

◆　
　

◆

　

徳
島
市
で
は
、
今
後
も
定
住
自
立

圏
構
想
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
で

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
徳
島
東
部
圏

域
の
中
心
市
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
と
地
域
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。﹇

問
い
合
わ
せ
先
﹈
企
画
調
整
課

☎
（
６
２
１
）
５
０
８
５

▲中心市宣言をする原市長

魅力ある徳島東部圏域づくり
　　　　　　に取り組みます

「
定
住
自
立
圏
構
想
」に
取
り
組
み
ま
す

　このたび、徳島市は
周辺の11市町村とと
もに、定住促進のため、
「定住自立圏構想」に

取り組むこととなりました。
　今後は、周辺の市町村と連携・協力し
ながら、住民の暮らしに必要な都市機能
の確保をはじめ、経済基盤や地域の誇り
を培い、誰もが住み続けたいと思える、
魅力ある徳島東部圏域の形成に取り組ん
でまいりますので、皆さまのご理解とご
協力をよろしくお願いします。

徳島市長　原　秀 樹

　　　　　　　

　

徳
島
市
は
、
徳
島
東
部
地
域
市
町
村
長
懇
話
会
を
構
成
す
る
周
辺
の
11

市
町
村
（
小
松
島
市
、
勝
浦
町
、
上
勝
町
、
佐
那
河
内
村
、
石
井
町
、
神

山
町
、
松
茂
町
、
北
島
町
、
藍
住
町
、
板
野
町
、
上
板
町
）
と
連
携
し
、

定
住
促
進
を
目
的
と
し
た
地
域
振
興
策
で
あ
る
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
に

取
り
組
む
た
め
、
中
心
市
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

定

中

魅
力
あ
る
徳
島
東
部
地
域
を
目
指
し
て

〜
中
心
市
を
宣
言
!
〜 

定住自立圏構想への三つのステップ

中心市宣言
　定住自立圏を形成するに当たり、中心市である
徳島市が圏域全体のマネジメントなどにおいて中
心的役割を担う意思を示します。

定住自立圏形成協定
　中心市と周辺市町村が 1 対 1 の関係により、
定住のために必要な生活機能を確保するため役割
分担して行う連携事項について、個別に協定を締
結します（平成23年4月を予定）。

定住自立圏共生ビジョン策定
　定住自立圏形成協定に基づき推進する具体的な
取り組みを定めたビジョンを中心市が策定します
（平成23年9月を予定）。

1

2

3

▲地方圏の厳しい現状（総務省資料から）

■ 総人口は約13％減少見込み
　（約12776万人→約11068万人）
■ 年少人口は約40％減少見込み
　（約1759万人→約1051万人）
■ 高齢者人口は約45％増加見込み
　（約2576万人→約3725万人）

人 口 減 少
少子高齢化

大都市圏への
人 口 偏 在 1975年

約5323万人 ＋1095万人 ▲530万人

▲1178万人＋487万人

合　計 　＋1582万人 ▲1708万人

（2005年→2035年）

約5871万人

約6418万人

約6358万人

約5888万人

約5180万人

2005年 2035年

三大都市圏

地　方　圏

大幅増

大幅減増

減
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子
宮
頸
が
ん
予
防
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
す

　

子
宮
頸
が
ん
予
防　

　

ワ
ク
チ
ン
接
種

　

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
は
、
Ｈ

Ｐ
Ｖ（
ヒ
ト
・
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
）と
い
う
ウ
イ
ル
ス
で
、

感
染
す
る
と
１
０
０
０
人
に
１

〜
３
人
が
子
宮
頸
が
ん
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
を
防
ぐ
ワ

ク
チ
ン
で
す
。

　

感
染
す
る
可
能
性
が
低
い
10

代
前
半
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
こ
と
で
、
子
宮
頸
が
ん
の
発

症
を
よ
り
効
果
的
に
予
防
で
き

ま
す
。

﹇
対
象
﹈接
種
時
に
、
市
に
住
民

登
録
の
あ
る
中
学
３
年
生（
平

成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）に
相
当
す

る
年
齢
の
女
子

※
対
象
者
に
は
予
診
票
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
届
い
て
い
な
い

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

﹇
実
施
場
所
﹈委
託
医
療
機
関

﹇
接
種
期
間
﹈平
成
23
年
９
月
30

日
ま
で

﹇
接
種
回
数
﹈３
回（
２
回
目
は

１
回
目
の
１
カ
月
後
、
３
回
目

は
２
回
目
の
５
カ
月
後
）

﹇
接
種
費
用
﹈無
料

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ　

　

ワ
ク
チ
ン
接
種

　

本
年
度
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
も
に
、
新
型
と
季
節
性
両

方
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
す
る
ワ

ク
チ
ン（
３
価
ワ
ク
チ
ン
）を
使

用
し
ま
す
。

◆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 　

　

ワ
ク
チ
ン
接
種

﹇
対
象
﹈す
べ
て
の
市
民

﹇
実
施
場
所
﹈市
内
の
実
施
医

療
機
関〈
一
覧
表
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
（
沖
浜
東
２
）、
保
健

福
祉
総
務
課（
市
役
所
南
館
１

階
）お
よ
び
各
支
所
で
配
布
。

ま
た
徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
〉

﹇
接
種
期
間
﹈平
成
23
年
３
月
31

日
ま
で

﹇
接
種
費
用
﹈原
則
自
己
負
担

《
接
種
費
用
を
助
成
》

　

市
に
住
民
登
録
の
あ
る
、
生

活
保
護
世
帯
お
よ
び
市
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
に
属

す
る
人
に
接
種
費
用
を
助
成
し

ま
す
。

　

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料

で
、
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
世
帯
の
人
は
、
１
８
０
０

円（
２
回
目
を
同
じ
医
療
機
関

で
受
け
る
場
合
は
１
２
７
０

円
）の
自
己
負
担
で
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
対
象
者
に
補
助
券
を
発
行
》

　

市
の
助
成
対
象
と
な
る
人
に

は
、「
接
種
費
用
補
助
券
」を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。
市
と
契
約

し
た
医
療
機
関
に
補
助
券
を
提

出
す
る
こ
と
で
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
助
成
対
象
と
な
る
人
で
、
補

助
券
が
届
い
て
い
な
い
人
は
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◆
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ  

　

予
防
接
種

﹇
対
象
﹈65
歳
以
上
の
人
お
よ
び

60
〜
64
歳
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
に
重
い

病
気
の
あ
る

人※
生
活
保
護

世
帯
お
よ
び

市
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い

な
い
世
帯
に

属
す
る
人
は
、

国
の
補
助
制

度
を
活
用
す

る
た
め
、
新

型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
を

受
け
て
く
だ

さ
い
。

﹇
実
施
場
所
﹈

市
内
の
委
託

医
療
機
関

（
徳
島
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

﹇
接
種
期
間
﹈ 

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

﹇
自
己
負
担
金
﹈１
８
０
０
円

※
本
年
度
は「
接
種
費
用
補
助

券
」を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

接
種
を
受
け
る
際
、
医
療
機
関

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
昭
和
20
年
10
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
お
よ
び
60

〜
64
歳
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

器
に
重
い
病
気
の
あ
る
人
に
は

「
接
種
費
用
補
助
券
」を
送
付
し

て
い
な
い
の
で
、
医
療
機
関
窓

口
で
住
所
と
生
年
月
日
が
確
認

で
き
る
保
険
証
な
ど
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈保
健
セ
ン

タ
ー
☎（
６
５
６
）０
５
４
０

　

10
月
１
日
か
ら
、子
宮
頸（
け
い
）が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

始
ま
り
ま
す
。こ
れ
は
、本
年
度
か
ら
初
め
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、

徳
島
市
で
は
、中
学
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
女
子
が
対
象
と

な
り
ま
す
。ま
た
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り

ま
す
。各
医
療
機
関
と
相
談
の
上
、接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
脳
炎
の

予
防
接
種
は
、

平
成
22
年
８
月

27
日
か
ら
、
厚

生
労
働
省
令
に

よ
り
、
第
２
期

（
９
歳
〜
13
歳

未
満
）に
つ
い

て
も
、
第
１
期

（
生
後
６
カ
月

〜
90
カ
月
未

満
）と
同
様
に
、

新
ワ
ク
チ
ン
で

の
接
種
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
４
年
生（
平
成
12
年
４

月
２
日
〜
平
成
13
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）に
つ
い
て
は
、
10
月

中
旬
に
第
２
期
の
予
診
票
を
送

付
し
ま
す
。

　

な
お
、
接
種
勧
奨
差
し
控
え

に
よ
り
、
接
種
で
き
な
か
っ
た

第
１
期
の
未
接
種
分
も
、
第
２

期（
９
歳
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日本脳炎（2期）
予防接種を再開しました

「都市再生整備計画事業」の「都市再生整備計画事業」の
事後評価原案を公表事後評価原案を公表

　徳島市では平成18年度に「昭和・津田地
区」および「かわうち阿波十郎兵衛地区」で
都市の再生を目的とした計画を作成し、ま
ちづくりに取り組んでいます。
　計画の最終年度である本年度に目標達成
状況を検証する事後評価を実施します。
　徳島市ホームページやまちづくり推進課
（市役所４階）、広域道整備課（市役所４階）
で事後評価原案の公表ならびに、まちづく
りについての意見を募集します。また、市
役所1階受付でも意見を募集します。
［期間］10月31日㈰まで（窓口での受け付
けは29日㈮まで）
［問い合わせ先］まちづくり推進課（☎621
－5266）、広域道整備課（☎621－5476）

　下表の地区は、住居表示を実施しています。これらの地区に建物を新築し
たとき、住居番号がないとき、移転または取り壊したときなどには届け出が
必要となります。住居表示番号の決定は約１週間後となりますので、図面を
添付の上、早めに市民生活課（市役所１階）に届け出てください。

［問い合わせ先］市民生活課（☎621-5130）

忘れないで　住居表示の届け出

10月の無料相談 保健センター （ふれあい健康館内）
《医師による健康相談》☎656－0515
【対象】市内在住の40歳以上の人 【要予約】

《保健師による健康相談》☎656－0515
【対象】市内在住の40歳以上の人 【午後は要予約】

《栄養士による栄養相談》☎656－0534
【対象】市内在住の人 　         【要予約】

なんでも相談市民センター
 (市役所１階)   ☎621－5200 ・5129
《専門員による相談》 【対象】市内在住の人

（注）弁護士相談は予約制で、6日㈬8：30から電話での
み予約受け付け。各日9人(先着)で1人20分以内。

労働・職業相談室（なんでも相談市民センター内）   
《専門員による相談》☎621－5225（商工労政課）
【対象】市内在住の人

女性センター (アミコビル４階)  
《女と男生き方相談》☎624－2613
【対象】市内在住・在勤・在学の人

消費生活センター (アミコビル４階)  
《消費生活相談》☎625－2326
【対象】市内在住の人

人権推進課相談室(市役所２階)   
《人権擁護委員による相談》☎621－5040・5169
【対象】市内在住の人

※託児あり（１歳～就学前まで。無料。要予約）

《健康運動指導士による運動相談》☎656－0534
【対象】市内在住の人 　         【要予約】

一般相談・カウンセリング
【電話・面談（要予約）】

10:00 ～ 17:00
<休>日曜、火曜、祝日

夜間相談【電話・
面談ともに要予約】

6・13・20日㈬
1・8・15日㈮ 18：00～20：00

消費生活相談 10：00～18：00（受け付けは
17：00まで）<休>火曜、祝日

人 権 相 談 5・19日㈫ 13:30～16:00

労 働 相 談 12･26日㈫ 13：00～15：00
職 業 相 談 7･21日㈭ 13：00～15：00

弁　護　士 （注） 13・20・27日㈬ 13：00～16：00
行 政 相 談 委 員 4日㈪ 13：00～15：00
土地家屋調査士 7･21日㈭ 10：00～12：00
司 法 書 士 毎週月･金曜 10：00～12：00
行 政 書 士 毎週火曜  10：00～12：00
住 ま い づ く り 28日㈭ 10：00～13：00
社 会 保 険 労 務 士
(年 金 相 談 ) 14日㈭ 13：00～16：00

心 配 ご と
(相続・離婚など) 毎週月～金曜 9 ：00～15：30

交 通 事 故 毎週月～金曜 9 ：00～15：30

健康相談・禁煙相談 12日㈫ 13：00～15：00

もの忘れ予防相談 20日㈬  9 ：30～11：30

糖 尿 病 相 談 26日㈫ 13：00～15：00

健 康 相 談 毎週
月～金曜

 8 ：30～12：00
13：00～17：00

生 活 習 慣 改 善
栄　 養　 相　 談

毎週
水曜

 9 ：00～12：00
13：00～17：00

運 動 相 談 12日㈫ 13：00～15：00

◆多年にわたり、民生委員・児童委員
として、地域福祉の向上に寄与されま
した。
・東　　通代さん＝津田町二丁目
・岩田  八重子さん＝南庄町２丁目
・岡田　正雄さん＝南矢三町三丁目
・尾田　多美子さん＝住吉三丁目
・柏木　美和さん＝西新町２丁目
・小西　康文さん＝北田宮三丁目
・酒井　昌子さん＝中前川町１丁目
・庄野　允教さん＝伊月町２丁目
・多田　洋子さん＝川内町榎瀬
・中嶋　修三さん＝福島一丁目
・長岡　継代さん＝南矢三町一丁目
・二宮　治海さん＝八万町川南
・坂東　千鶴子さん＝入田町天ノ原
・平岡　節子さん＝住吉二丁目

◆多年にわたり、人権擁護委員として
活動され、徳島人権擁護委員協議会
会長、県連合会会長を歴任されるなど、
本市の人権擁護に尽力されました。
・上田　善弓さん＝南佐古三番町

◆多年にわたり、徳島市国民健康保
険運営協議会会長として、本市国民健
康保険事業の適正な運営に尽力され
ました。
・岡田　洋之さん＝徳島町２丁目

10月１日は置市記念日
市政功労者20人を表彰

地 区 町　　　　　名　 地 区 町　　　　　　名

沖　洲

北沖洲一丁目～四丁目、南沖洲一丁目
～五丁目、金沢一丁目～二丁目、末広
一丁目～五丁目、南末広町、安宅三丁
目の一部

渭　東

福島一丁目～二丁目、新南福島一丁目
～二丁目、大和町一丁目～二丁目、安
宅一丁目～三丁目、城東町一丁目～二
丁目、住吉一丁目～六丁目、末広一丁
目の一部

加　茂

北田宮一丁目～四丁目、南田宮一丁目
～四丁目、春日一丁目～三丁目、北矢三
町一丁目～四丁目、南矢三町一丁目～
三丁目、北佐古一・二番町の一部

佐　古 北佐古一番町～二番町、佐古一番町～
八番町、南佐古一番町～八番町

八　万 南二軒屋町一丁目～三丁目、城南町一
丁目～四丁目

津　田

津田町一丁目～四丁目、津田本町一丁
目～五丁目、津田西町一丁目～二丁目、
新浜町一丁目～四丁目、新浜本町一丁
目～四丁目、西新浜町一丁目～二丁目、
津田浜之町、津田海岸町

新　町 南佐古一番町の一部
東富田 南二軒屋町一丁目の一部
渭　北 南田宮一丁目の一部

加茂名 佐古八番町の一部、南佐古八番町の一
部、北矢三町四丁目の一部

◆多年にわたり、徳島日本ポルトガル
協会会長として、姉妹都市であるレイ
リア市との交流に貢献され、本市の国
際交流事業の推進に寄与されました。
・桑原　信義さん＝北島田町２丁目

◆多年にわたり、精神障害者とその
家族の支援などに努められ、障害者
福祉の向上に寄与されました。
・美馬　八重子さん＝城南町二丁目

◆本市の河川環境の向上や都市緑化
を推進する事業に深いご理解を寄せ
られ、本市水と緑の基金に多額の寄
付をされました。
・𠮷﨑　憲治さん＝明神町４丁目

◆家具製造の名工として地場産業の
振興に努められる傍ら、保育および
教育行政に深い理解を寄せられ、多
年にわたり、本市の保育所・幼稚園
に対し木製知育玩具の寄贈を続けて
こられました。
・北谷　孝之さん＝大和町一丁目

＜置市記念式典＞
[日時]10月１日㈮ 10：00～
[場所]市役所13階大会議室
[問い合わせ先] 秘書課（☎621－5014）

　徳島市では、置市記念日にあたり、多年にわたって市政や市の発展
に寄与された市民および団体を市政功労者として表彰しています。こと
しは、置市記念式典において、次の20人の皆さまを表彰します。
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徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒770-8571　徳島市役所○○課」で届きます。　電話番号案内および夜間・休日にご用のある人は代表番号（☎621-5111）へ。

申…お申し込み方法　問…お問い合わせ先

とくしま植物園の各教室
　対象は、市内在住・在勤・在学の人。
◆自然観察会＝10月24日㈰10：00～12：00
（雨天中止）。内容は「植物園の秋を楽しも
う！」。定員は小・中学生とその保護者30
人程度（抽選）。一般の参加も可。参加は
無料。
◆わくわく自然教室（秋コース）＝10月30
日㈯、11月13日㈯、11月27日㈯の各日
13：00～16：00（全３回）。内容は「自然を
よ～く、見てみよう」「さあ、つくってみよ
う」など。定員は15人程度（抽選）。参加費
は１人500円（３回分、材料費・保険料込み）。
◆ドライフラワーアレンジメント教室＝
10月31日㈰10：00～12：00。内容は「木
の実のアレンジ」。定員は10人（抽選）。受
講料は1,500円（材料費込み）。
申はがきに、教室名、住所、名前（わく
わく自然教室は参加者全員の名前と年齢）、
電話番号を記入し、10月10日㈰（必着）ま
でに、とくしま植物園緑の相談所（〒771
－4267 渋 野 町 入 道45－1　 ☎636－
3131)へ。市ホームページ「電子申請」から
も申し込み可。

応急手当の実技講習会
　10月17日㈰13：00～16：00。西消防署
（庄町１）で。人工呼吸法や胸骨圧迫、ＡＥ
Ｄの取り扱いなど。受講は無料。
申西消防署（☎631-0119）、東消防署（☎
656-1195）へ。

くらしの講座
　10月18日㈪13：30～15：00。シビック
センター５階第１会議室で。テーマは「家
族みんなで食中毒予防」。講師は、徳島保
健所食品衛生担当の薬剤師・出羽達也さん。
対象は市内在住の人。定員は40人（先着）。
受講は無料。
申消費生活センター（☎625－2326)へ。

赤ちゃんのガラス製記念品の製作
　10月24日㈰9：00～12：00、13：30～16：30。
徳島ガラススタジオ（勝占町中須）で。足
形は３カ月児、手形は１歳児くらいから。
定員は各10人（先着）。１個4,000円～
5,000円。
申徳島ガラススタジオ（☎669－1195）へ。

いきいきパソコン教室
　シックセンター４階シビックＩＴ学習室
で。対象は、パソコンの基本操作ができる
人。受講料は各1,400円（テキスト代込み）。

申10月１日㈮10：00～電話または直接シ
ビックセンター（☎626－0408）へ。

　ブルーライト・ウオーキング
徳島市会場

　11月13日㈯15：30～19：00。受付場所
は藍場浜公園。世界糖尿病デー（11月14
日）に先立ち、新町川水際公園一帯をウオー
キング。定員は500人。参加無料。
申はがきかファクスに、「徳島市会場」と
明記の上、住所、名前、年齢、電話番号を
書いて、10月29日㈮（必着）までに、ＮＰ
Ｏ法人徳島県ウオーキング協会（〒770ー
0822　東出来島町10　八幡ビル3階　☎
℻   656－3636）へ。

とくしま市民遺産をたずねて
　10月25日㈪13：00～16：00（12：50に阿
波おどり会館１階に集合）。内容は、「寺町
一帯・滝のやきもち」などの「とくしま市民
遺産」を、ガイドを聞きながら見て歩くイ
ベント。定員は30人（先着）。参加は無料（た
だし、やきもち代は別途必要）。
申八万町各種団体連絡協議会（☎668－
8191）へ。

ガラス工芸ミニワークショップ
　10月３日㈰13：30～16：30（受け付け
は16：00まで）。シビックセンター３階
ロビーで。内容は「エナメル絵付けでオリ
ジナル万華鏡制作！」。対象は小学生以上。

材料費１個1,000円。定員は20人（先着）。
問シビックセンター（☎626－0408）

市立図書館＜10月のおはなし室プログラム＞
　▷16日お話と手遊び▷23日㈯おんぶと
抱っこのふれあい遊び▷30日㈯絵本と手
遊び。各10：30～11：00。▷24日㈰エン
ジョイイングリッシュ。10：00～11：00。
問市立図書館（☎654－4421）

徳島市高齢者文化祭作品展
　10月13日㈬～15日㈮。シビックセン
ター５階で。徳島市老人クラブ連合会によ
る書道・工芸・絵画・写真・生け花・手芸
などの作品を展示。14日㈭10：00～は、バ
ザーを開催。
問徳島市老人クラブ連合会（☎625－4358）

家屋調査にご協力ください
　固定資産を適正に評価するため、本年１
月２日以降に新・増築した家屋を対象に家屋
調査を実施。職員が家の内外を調査（30
分程度）。留守の場合は連絡用紙を入れて
いきますので、都合のよい日のご連絡を。また、
未登記の家屋で売買・相続などによって名
義変更した場合や家屋の一部または全部を
取り壊した場合は届け出が必要（▷名義変
更の場合＝年内に現所有者届▷取り壊した
場合＝滅失届）。ただし、法務局に滅失登記
を済ませた人や、家屋の新・増築などによる
家屋調査時に職員へ届けた人は不要。なお、
▷店舗を住宅に、事務所をアパートにまた
は、その逆など、建物をほかの用途に変更
したとき▷住宅用地として利用している土
地に隣接する土地を取得し、これまでの住
宅用地と一体で利用しているとき▷住宅用
地から駐車場または、その逆や分筆、合筆
による住宅用地の利用形態の変更など利用
状況を変更したとき──にはご連絡を。
問資産税課家屋係（☎621ー5072・5073）、
資産税課土地係（☎621－5069・5070）

オーシャンフェリー行き市バスのダイヤ変更
　オーシャンフェリーの発着時刻の変更に
伴い、10月２日㈯から市バスのオーシャ
ンフェリー行きのダイヤを変更。詳しくは
お問い合わせを。
問交通局営業課（☎623ー2154）

公証人の電話相談
　10月２日㈯9：00～16：00。遺言、任意
後見、離婚給付契約などの公証に関する相
談全般を電話で受け付け。相談は、徳島公
証役場（☎625－6575）へ。
問徳島公証役場（☎625－6575）、市民生
活課（☎621－5200）

がん検診などの受診はお早めに
　実施は12月20日㈪まで。受診整理券（対

象者には送付済み）を持って受診を。
【委託医療機関で個別検診】大腸がん、前立
腺がん、肝炎ウイルス、もの忘れ、子宮頸
（けい）がん、乳がん（要予約）。
【集団検診】胃・肺がん（結核健診）。実施
場所と日程は▷南井上コミセン＝10/7
㈭▷ふれあい健康館＝10/12㈫、10/18
㈪、10/25㈪、10/29㈮▷津田コミセン＝
10/15㈮▷考古資料館（国府）＝10/21㈭。
受付時間は8：30～9：45。徳島県総合健診
センター（蔵本町１　☎633ー2266）で予
約検診も実施。必ず予約を。
問保健センター（☎656－0530）

シビックセンター施設利用の受け付けを中止
　シビックセンターは、アミコビルへの市
立図書館移転に伴う工事と施設改修のため、
平成23年６月から平成24年３月末まで臨
時休館。これに伴い、平成23年６月以降
のシビックセンター施設利用の受け付けを
中止。なお、平成23年５月31日までは通
常どおり運営。シビックセンター改修後の
リニューアルオープンは平成24年４月以
降を予定。詳しくはお問い合わせを。
問シビックセンター（☎626－0408）

阿波おどり会館臨時休館
　保守点検のため、10月13日㈬は臨時休館。
問阿波おどり会館（☎611－1611)

全国都市交通特性調査にご協力ください
　全国の都市交通の特性や経年変化を把握
するため、国土交通省では徳島市をはじめ
とする全国の市町村と協力して、人の動き
に関する交通実態調査を実施。市内から無
作為に抽出した約2000世帯に調査票を郵
送するので、ご協力を。
問国土交通省四国地方整備局広域計画課
（☎087－811－8309）、都市政策課（☎
621－5493）

65歳になる人の介護保険料の納付方法
　65歳になる人の介護保険料の納付方法
は、これまでの健康保険料との一括納付から、
介護保険料と健康保険料を別々に納めてい
ただく方法に変わります。市からお送りする
納付書で介護保険料を納めてください。
　なお、65歳になった翌年度からは、特
別徴収（年金からの天引き）の対象となる人
（公的年金が年額18万円以上など）は、順次、
特別徴収に切り替わります。対象とならな
い人は、引き続き納付書で納めてください。
問介護・ながいき課（☎621－5582・5583)

祝日のごみ収集　
　10月11日㈪は平常どおり行います。
問生活環境課（☎621－5217)

10月は市・県民税
第３期分の納期月です

納期限は11月１日㈪　所得基準（公営住宅＝月額158,000円以下、改良住宅＝月額114,000円以下、高齢者・障
害者世帯・小学校就学前の子どもがいる世帯は別基準）があります。家賃は所得などにより決
定します。また、単身者の申し込みについては、申し込み条件（例：昭和31年４月１日以前に生
まれた人、１～４級の障害者手帳を持つ身体・知的・精神障害者）があります。詳しくはお問い
合わせください。
[申し込み方法]10月12日㈫・13日㈬8：30～17：00、市役所４階401会議室で受け付け。入居
申込書、所得の証明書、住民票などが必要。10月15日㈮10：00から同会議室で抽選。
[問い合わせ先]住宅課（☎621－5286)

市営住宅の入居者を募集します

狂犬病の予防注射を受けましょう狂犬病の予防注射を受けましょう

入居
区分

単身
入居 住宅名 号数 所　在　地 建設

年度 階 間取り（畳） 家　賃（円）

公営 可 末広７棟 6 末広４丁目８番３７ S43 ３ 6-4.5-3-K3 7,800～11,600 
公営 可 末広１１棟 10 末広４丁目９番１５ S41 1 6-4.5-3-K3 7,500～11,100 
公営 末広１４棟 603 末広四丁目１０番１４ H6 6 6-6.5-5.5-L10 28,900～43,000 
公営 城東４棟 204 城東町一丁目５番８ S62 2 6-6-4.5-D6.5 22,700～33,800 
公営 住吉東３棟 403 城東町二丁目４番３３ S59 4 6-6-6-D6 20,000～29,700 
公営 可 竹須賀 27 川内町竹須賀７番地 S44 1-2 6-4.5-3-K3 9,400～14,100 
公営 不動４棟 32 不動東町２丁目１５１７番地の２ S47 4 6-6-6-D5 14,500～21,600 
改良 可 不動２１棟 4 不動東町２丁目１５１６番地の１ S51 2 6-6-4.5-D5.5 12,600～18,800 
公営 可 北島田１棟 15 北島田町３丁目６７番地の１ S45 4 6-4.5-4.5-D8 12,300～18,400 
改良 可 北島田２１棟 ６ 北島田町３丁目２９番地の３ S51 3 6-6-4.5-D5 12,600～18,800 
公営 中島田１棟 205 中島田町３丁目７９番地の４ S56 2 6-6-10-K4 16,600～24,700 
公営 中島田１棟 401 中島田町３丁目７９番地の４ S56 4 6-6-10-K4 16,100～24,000 
公営 中島田２棟 203 中島田町３丁目７９番地の４ S57 2 6-6-10-K4 17,100～25,500 
公営 中島田２棟 302 中島田町３丁目７９番地の４ S57 3 6-6-10-K4 16,900～25,100 
公営 名東３丁目２０棟 202 名東町３丁目４４９番地の２ H14 2 8-7-L8.6 28,800～42,900 
公営 可 久光 24 名東町３丁目２０７番地 S39 1 6-6-K3 3,300～  5,000 
公営 可 一宮１棟 19 一宮町西丁１０２１番地の３ S40 4 6-4.5-4.5-K3 10,600～15,700 
公営 明善２棟 6 上八万町下中筋２９６番地の１ S47 3 6-4.5-7-D5 14,600～21,800 

　生後91日以上の飼い犬は、生涯１回の登録と毎年狂犬病予防注射の接種が必要です。下表
のとおり狂犬病予防注射を実施しますので、必ず予防接種を受け、登録がまだの場合は、同時に
登録をしてください。期日内に受けられなかったときは、最寄りの徳島県獣医師会の指定獣医
師で受けてください。なお、それ以外の獣医師で予防注射を受けた場合は、生活環境課（市役所
10階）で注射済票の交付を受けてください。　［問い合わせ先］生活環境課（☎621ー5206）

月 日
場　　所　　お　　よ　　び　　時　　間

 10:00 ～
         10:20

 10:40 ～ 
         11:00

 11:20 ～
         11:40

 13:00 ～
         13:20

 13:40 ～
         14:00

 14:20 ～
         14:40

 15:00 ～
         15:20 

10/7
㈭

北井上
コミセン

(国府町西黒田)

南井上
コミセン
(国府町日開)

府中宮神社
(国府町府中)

国府コミセン
(国府町中)

日枝神社
(名東町２)

加茂名
コミセン
（庄町5）

神明神社
(北島田1）

10/8
㈮

多家良中央コ
ミセン

(多家良町小路地)

丈六団地
集会所

(丈六町丈領)

余慶
三角公園

（大原町余慶）
津田コミセン
（津田町四)

八幡神社
(津田西町一)

新浜西保育所
駐車場
(新浜町二)

塩竃神社
（昭和町７）

10/12
㈫

入田コミセン
(入田町春日)

しらさぎ台
集会所

(上八万町西山)
市原バス停
(八万町上福万)

八万中央
コミセン
(八万町内浜)

金刀比羅神社
(勢見町1)

西富田公園
(栄町4)

新町公民館
（東山手町2)

10/13
㈬

応神コミセン
(応神町西吉成)

不動総合
センター
(不動東町)

天神社
(北田宮四)

神明神社
(南田宮一)

佐古駅北口
(佐古二)

椎宮八幡神社
(南佐古七)

医大前八坂神社
(蔵本町3)

10/14
㈭

勝占中部
コミセン
(勝占町中須)

八万コミセン
駐車場

(八万町法花)

富田小学校
東門

(中央通3)
富田中央公園
(伊月町2)

徳島保健所
(新蔵町3)

住吉神社
(住吉一)

渭東コミセン
(福島二)

10/15
㈮

金刀比羅神社
(川内町宮島)

川内支所
(川内町沖島)

八幡神社
(吉野本町4)

ＪＡ渭東支所
(北沖洲四)

蛭子神社駐車場
(南沖洲一)

市立寿楽荘前
(南沖洲五)

末広5-2公園
（末広五）

10/17
㈰ 市役所東側駐車場(ＪＲ線路沿い) ※手数料は、登録、注射とも3,000円。平成７年度以降

に登録した飼い犬は、以後の登録は不要。【雨天決行】

～同時に登録を～

開催日 講座名 定員

10/25㈪ ワードレベルアップ編
（文書の編集機能の活用）

各15人
（先着）

10/30㈯ windowsムービーメーカーを使っ
て静止画像・動画編集講座①

11/1㈪ ワードレベルアップ編
（文書の編集機能の活用）

11/6㈯ windowsムービーメーカーを使っ
て静止画像・動画編集講座②

11/8㈪ 往復はがき、年賀状作成講座
11/13㈯ デジカメ写真、取り込み講座
11/15㈪ 往復はがき、年賀状作成講座
11/20㈯ デジカメ写真編集講座
11/22㈪ 万年カレンダー作成講座
11/27㈯ スカイプ講座導入編
11/29㈪ 万年カレンダー応用講座
12/4㈯ スカイプ講座応用編
※各講座とも午前クラス（10：30～12：30）、
　午後クラス（14：00～16：00）あり。
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徳
島
市
に
は
数
多

く
の
企
業
が
あ
り
ま

す
が
、
地
球
温
暖
化

の
影
響
が
深
刻
化
す

る
中
、
そ
の
規
模
や

種
類
を
問
わ
ず
、
あ

ら
ゆ
る
企
業
が
自
主

的
・
積
極
的
に
環
境

に
や
さ
し
い
行
動
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
企
業
の

自
主
的
な
環
境
保
全
の
取
り
組
み
を

促
進
す
る
た
め
に
、
本
市
で
は
、
昨

年
度
か
ら
「
わ
が
社
の
エ
コ
自
慢
コ

ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
環
境
対
策

の
事
例
を
広
く
募
集
し
、
そ
の
中
か

ら
優
秀
な
事
例
を
選
定
す
る
と
と
も

に
、
選
定
し
た
事
例
を
広
く
紹
介
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
企
業
の
環
境
対
策

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
な
ど
、

環
境
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
事
業
者
の

皆
さ
ん
か
ら
の
応

募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

﹇
対
象
﹈
徳
島
市

内
に
本
店
ま
た
は

事
業
所
を
置
く
企

業
や
団
体

﹇
対
象
と
な
る
取

り
組
み
﹈
▽
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
省
資

源
の
推
進
▽
廃
棄

物
の
発
生
抑
制
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
▽
自
動
車
利
用
に
お
け
る
環
境
配

慮
の
推
進
▽
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

▽
環
境
情
報
の
開
示
・
提
示
▽
社
会

貢
献
活
動
や
環
境
教
育
の
実
施
▽
緑

化
の
推
進
▽
地
産
地
消
の
推
進

﹇
募
集
期
間
﹈
12
月
10
日
㈮
ま
で

﹇
選
考
方
法
﹈
選
考
委
員
会
で
特
に

優
れ
た
取
り
組
み
を
行
う
企
業
を
５

社
程
度
選
定
し
、
認
定
証
を
贈
呈
。

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈
申
込
書
（
徳
島

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
に
、
自
社
の
環
境
対
策
の

内
容
な
ど
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
ま
た
は
直
接
、
環
境
保
全
課

（
〒
７
７
０

－

８
５
７
１　

幸
町
２

－

５　

市
役
所
10
階
）
へ
。

※
選
定
さ
れ
た
取
り
組
み
を
紹
介
す

る
パ
ネ
ル
を
作
成
し
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
展
示
し
ま
す
。
展
示
後
は
パ
ネ

ル
を
贈
呈
し
ま
す
の
で
、
自
社
Ｐ
Ｒ

な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
は

徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈環
境
保
全
課　

☎
（
６
２
１
）
５
２
１
３

　

徳
島
市
立
考
古
資
料
館
（
国
府
町

西
矢
野
）
で
は
、「
文
化
財
ま
つ
り
」

と
特
別
企
画
展
「
副
葬
品
が
語
る
古

墳
文
化
」、
同
展
記
念
講
演
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

　

  　

文
化
財
ま
つ
り

﹇
と
き
﹈
10
月
10
日
㈰
10
時
〜
16
時

30
分

﹇
内
容
﹈
▼
子
ど
も
体
験
講
座
（
ま

が
玉
と
木
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
）
＝

10
時
〜
12
時▼

人
形
浄
瑠
璃
上
演
（
①

城
北
高
校
民
芸
部
②
川
内

中
学
民
芸
部
③
国
府
小
学

校
人
形
浄
瑠
璃
ク
ラ
ブ
・

国
府
歴
史
と
文
化
の
伝
承

会
コ
ス
モ
ス
教
室
。
演
目

は
「
寿
式
三
番
叟
」「
傾

城
阿
波
の
鳴
門
順
礼
歌
の

段
」）
＝
13
時
〜
14
時
30

分▼
文
化
財
め
ぐ
り
（
①
特

別
企
画
展
と
常
設
展
示
の

見
学
・
展
示
解
説
②
宮
谷

古
墳
の
探
検
③
阿
波
国
分

寺
跡
・
阿
波
国
分
寺
庭
園

の
見
学
）
＝
15
時
〜
16
時

30
分

▼
グ
ッ
ズ
販
売
＝
10
時
〜

15
時

▼
接
待
（
う
ど
ん
の
サ
ー

ビ
ス
）
＝
11
時
〜
13
時

﹇
参
加
費
﹈
無
料

　
　

特
別
企
画
展　
　
　
　
　
　
　

　
　
「
副
葬
品
が
語
る
古
墳
文
化
」

﹇
と
き
﹈
10
月
９
日
㈯
〜
12
月
５
日

㈰
※
月
曜
日
は
休
館
日
（
た
だ
し
、

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
が
休
館
と

な
り
ま
す
）

﹇
内
容
﹈
四
国
地
方
を
中
心
と
す
る

前
期
〜
終
末
期
の
古
墳
出
土
の
副
葬

品
（
農
具
・
工
具
・
武
器
な
ど
）
と

関
係
資
料
な
ど
約
８
０
０
点
を
展
示

　

  

特
別
企
画
展
記
念
講
演
会

　

特
別
企
画
展
を
記
念
し
た
講
演
会

を
開
催
し
、
四
国
地
方
や
近
畿
地
方
、

周
辺
の
古
墳

か
ら
出
土
し

た
副
葬
品
を

通
し
て
、
地

域
の
古
墳
文

化
の
謎
と
真

実
に
迫
る

と
と
も
に
、

人
々
の
暮
ら

し
と
文
化
に

つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

﹇
内
容
﹈
下

表
の
と
お
り

﹇
参
加
費
﹈
無
料

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈考
古
資
料
館　

☎
（
６
３
７
）
２
５
２
６

▲昨年度選定された取り組み＝ボックスを
設置して社員から廃食用油を回収し、バイ
オ燃料として再生（松本コンサルタント）

バスで行く「阿波九城巡り～西部編」
参加者募集！徳島城博物館

協働支援事業の参加者を募集します

　釣り上げたハゼ10匹の
重量を競う「ファミリーハ
ゼ釣り大会」を開催します。
釣り具とエサを持ってご
参加ください。なお、小
学生以下の参加は、保護
者（中学生を除く15歳以上）の同伴が必要です。
[とき]10月10日㈰※小雨決行。中止の場合は11日㈷
に順延。 [ところ]吉野川河口～名田橋の間
[受け付け]8：00～10：00に吉野川河川敷広場（新町川
樋門口）で行います 　[参加費]無料
[計量審査]12：00～13：00に受け付け場所で実施 
[表彰]一般の部（15歳以上）、女性・少年の部（女性と
中学生以下の男子）、ファミリーの部（２人以上の家族）。
それぞれ上位者に賞品あり。
[問い合わせ先]まちづくり推進課（☎621-5270）、10
月９日㈯18：00～21：00のみ県釣連盟（☎674-3981)

　ことしも楽しいイベント盛りだくさんの「眉
山山頂秋フェスタ」を開催します。眉山ロープ
ウェイに乗って、ぜひお越しください。
[とき]10月９日㈯～11日㈷
[ところ]眉山林間駐車場・
山頂広場など
[内容]【９日10：30～19：
30】 ▽ 阿波おどり ▽アンパ
ンマンショー ▽キッズダン
ス ▽マヴェルショー ▽野外
特別上映会（アニメ）など
【10日10：30～20：00】 ▽声優公開オーディショ
ン ▽トークショー ▽野外特別上映会（アニメ）など
【11日11：00～16：00】 ▽ハートキャッチプリ
キュアショーなど
【9～11日】飲食屋台ブース（とくしまバーガー、
そば・うどんコーナーなど）
[問い合わせ先]徳島市観光協会（☎622-4010)、
観光課（☎621-5232)

と　き 演　　題 講　　　師

10月17日㈰
14：00～16：00 「四国の古墳文化」

岡田敏彦さん
（愛媛県埋蔵文化財調
査センター調査課長）

10月31日㈰
14：00～16：00

「武器・武具が語る
  古墳文化」

田中晋作さん
（池田市立歴史民族
史料館長)

水と緑のフェスティバル

ファミリーハゼ釣り大会

眉山山頂秋フェスタ

１０／９㈯～11㈷

　蜂須賀家政は、徳島城以外に、池田城・脇城・
川島城・西条城など九つの城を設けて阿波国を
治めました。特別展（10月23日～11月28日）
の関連イベントとして開催する今回の史跡巡り
では、県西部の城跡を見学し各城の構造や特徴
について学びます。ふるってご参加ください。
[とき]11月23日㈷
[内容]徳島駅出発（8：00予定）～池田城跡～重
清城跡～川島城跡～一宮城跡（徒歩）～徳島駅解
散（18：00予定）
[参加費]4,000円（バス・昼食・保険代込み）
[定員]約40人（抽選）
[申し込み方法]往復はがきに「バスで行く阿波
九城巡り」と明記し、名前、住所、電話番号を
書いて、11月11日㈭（必着）までに、徳島城博
物館（〒770-0851　徳島町城内1-8　☎656-
2525）へ。

「わが社のエコ自慢コンテスト」を実施します「わが社のエコ自慢コンテスト」を実施します
～環境への取り組みをＰＲしてみませんか～
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◆とくしま市民遺産ウオークラリー
　誰でも気軽に楽しめるウオーキングをし
ながら、「とくしま市民遺産」を訪ね、自然
や歴史と親しむ「とくしま市民遺産ウオーク
ラリー」を次のとおり開催します。
[とき] 11月21日㈰9：00～12：00（小雨決行）
[集合場所] 徳島中央公園鷲の門前
[内容] 徳島中央公園、新町川河畔および市街地の市民遺産をめぐる
約３.５kmのウオーキング。途中で歴史ガイドやクイズ、終点（東新町
商店街）で抽選会などを実施します。
[対象] 市内在住・在勤・在学の人（小学生以上。小学生は保護者また
はグループ責任者同伴で）　[参加費] 無料（参加賞・抽選会あり）
[定員] 50人（先着）
[申し込み方法] 所定の申込書（市役所１階総合案内と９階文化振興課、
阿波おどり会館などで配布）に必要事項を記入し、とくしま観光ガイ
ドボランティア会ウオーキング係（〒770-0908　眉山町モラエス館内
☎623-5342)、または文化振興課（〒770-8571　幸町２-５　市役
所９階　☎621-5178）へ。
※雨天による開催の可否は当日7：30に決定。この行事は「とくしま市
民遺産写真コンクール」の被写体となり、写真展、印刷物、インターネッ
トなどで公開する場合がありますので、ご了承ください。

◆徳島中央公園堀川水質浄化事業
　「川をきれいに志隊」との協働で、ＥＭ（有用微生
物群）を活用し、徳島中央公園堀川の水質浄化を
行います。次の日程でＥＭダンゴを投入します。また、
投入後、天候が良ければ鷲の門広場で、雨天の場合には公園管理事
務所でＥＭダンゴを製造しますので、ご参加ください。
[とき] 10月９日㈯10：00～（汚れても構わない服装でご参加ください）
[ところ] 徳島中央公園鷲の門付近に集合
[問い合わせ先] 川をきれいに志隊（☎090-8698-0168）、公園緑地
課（☎621-5295）


